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アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l CCEE型型ビビジジネネススををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– 循循環環ププロロババイイダダーー

l ままととめめ
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Circular Economy (CE)ののイイメメーージジ  
[[環環境境白白書書,,  22001166]]

2

WWhhyy  CCEE??
EEUUののササスステテナナビビリリテティィのの考考ええ方方

ビビジジネネスス//ももののづづくくりりののややりり方方ににつついいててのの変変革革のの方方向向性性



EEUUののCCEEのの狙狙いい::  EEUUののササスステテナナビビリリテティィ政政策策ははSSDDGGss××経経済済
l 環環境境面面

– モモノノのの流流通通量量をを減減ららすすここととにによよるる、、カカーーボボンンニニュューートトララルルととののWWiinn--WWiinn
– 資資源源枯枯渇渇対対応応、、鉱鉱山山周周辺辺のの環環境境破破壊壊

– 海海洋洋ププララススチチッックク問問題題

l 経経済済面面

– 雇雇用用のの確確保保

– EEUUのの競競争争力力のの強強化化

– 資資源源安安全全保保障障
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国国際際動動向向 〜〜 欧欧州州をを中中心心にに様様々々なな動動ききががああるる

l 統統合合ササスステテナナビビリリテティィ政政策策

– 第第22次次CCEEアアククシショョンンププラランン  ((22002200))
– GGrreeeenn  DDeeaall  ((22001199))

l エエココデデザザイインン

– エエココデデザザイインン規規則則((EESSPPRR))  ((22002244))
» 製製品品別別ルルーールル((委委任任法法令令))はは検検討討中中
» DDPPPPのの詳詳細細はは検検討討中中

l 個個別別製製品品規規則則

– ババッッテテリリーー規規則則
– EELLVV規規則則案案

l デデジジタタルル規規制制関関係係

– 欧欧州州デデーータタ戦戦略略((22002200))
– EEUU一一般般デデーータタ保保護護規規則則((GGDDPPRR))((22001188))

l レレポポーーテティィンンググ関関係係

– 企企業業ササスステテナナビビリリテティィ報報告告指指令令((CCSSRRDD))//
欧欧州州ササスステテナナビビリリテティィ報報告告基基準準((EESSRRSS))
  【【EE55】】  資資源源利利用用とと CCEE  にに関関ししてて開開示示をを
要要求求すするる事事項項

– IIFFRRSS  ササスステテナナビビリリテティィ開開示示基基準準
– WWBBCCSSDD  CCiirrccuullaarr  TTrraannssiittiioonn  IInnddeexx  

((CCTTII))
l CCRRMMss  ((CCrriittiiccaall  RRaaww  MMaatteerriiaallss))

– 欧欧州州重重要要原原材材料料法法案案（（欧欧州州CCRRMM））
((22002233))

l IISSOO  TTCC332233
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IISSOO//TTCC332233でで開開発発中中のの規規格格
規規格格番番号号 規規格格名名称称 開開発発段段階階

ISO 59004 Circular economy — Terminology, principles and guidance for 
implementation（用語定義、原則、実践の手引き）

2024年5月発行済

ISO 59010 Circular economy — Guidelines on the transition of business models and 
value networks（ビジネスモデルとバリューネットワークの移行に関する指針）

2024年5月発行済

ISO 59020 Circular economy — Measuring circularity framework
（サーキュラリティの測定と評価）

2024年5月発行済

ISO/TR 59031 Circular economy – Performance-based approach – Analysis of cases 
studies（パフォーマンスがベースとなるアプローチの事例）

DTR段階
2024年4月発行目標

ISO/TR 59032 Circular economy - Review of business model implementation
（サーキュラーエコノミー導入・実装に関する既存のビジネスモデルの事例）

DTR段階
2024年3月発行目標

ISO 59040 Circular Economy — Product Circularity Data Sheet
（製品のCEの側面に関する情報を報告し情報交換するための方法論とフォー
マット）

DIS段階
2024年9月発行目標

ISO 59014 Sustainability and traceability of secondary materials recovery — 
Principles and requirements（二次材料回収のサステナビリティとトレーサビリ
ティに関する要求事項）

DIS段階
2024年8月発行目標
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EEUUののCCEEのの22つつのの柱柱
l 脱脱大大量量生生産産・・大大量量販販売売ビビジジネネスス社社会会

– 従従来来のの資資本本主主義義経経済済のの下下でで何何ととかか循循環環をを成成立立ささせせよようう（（循循環環型型社社会会））とと
いいううののででははななくく

– 環環境境問問題題のの枠枠内内にに留留ままららずず、、経経済済のの仕仕組組みみ自自体体をを変変ええるる

– 市市場場競競争争のの座座標標軸軸をを変変ええるる

– ももののづづくくりり//価価値値提提供供ののややりりかかたたをを変変ええるる
»例例ええばば、、シシェェアアリリンンググ、、ササブブススクク、、PPaaaaSS、、・・・・・・（（ししかかしし、、シシェェアアリリンンググeettcc..はは
SSuussttaaiinnaabbiilliittyyかからら出出ててききたたももののででははなないい。。相相乗乗効効果果））
»長長寿寿命命化化//長長期期使使用用、、メメンンテテナナンンスス、、アアッッププググレレーードド、、リリママニニュュフファァククチチャャリリンンググ

l リリササイイククルルかかららリリソソーーシシンンググ

– 再再生生材材のの活活用用をを前前提提ととししたた製製造造、、再再生生ななくくししてて製製造造ななしし

– 廃廃棄棄物物ののリリササイイククルルでではは無無いい((第第一一次次CCEE政政策策パパッッケケーージジ22001155ははここっっちち))
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つつままりり、、
循循環環がが当当たたりり前前にに成成りり立立つつ経経済済、、社社会会をを作作るる

[[日日本本生生産産性性本本部部 喜喜多多川川  22002244]]



原原則則のの理理解解((11))
l 大大目目標標：：持持続続可可能能なな社社会会のの実実現現

l 中中目目標標：：ププララネネタタリリーー・・ババウウンンダダリリーーのの範範囲囲内内ででのの経経済済活活動動をを実実現現すするる

アアブブソソリリュューートト・・デデカカッッププリリンンググ

– EEUUのの表表現現::  地地球球かからら採採取取ししてていいるる以以上上にに地地球球にに還還元元しし、、地地球球をを再再生生ささせせ
ななががらら成成長長すするる経経済済モモデデルルのの構構築築

l 実実現現手手段段

– 資資源源面面：：CCEE
– 温温暖暖化化：：カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル

– 自自然然資資本本：：ネネーーチチャャーー・・ポポジジテティィブブ

7



デデカカッッププリリンンググ

     
      
     

     
   

      
     

     
      

       
     

     

     
      

     
      

     

      
        

      
       

      
       

       
     

      
       

      
        

Figure 2. Two aspects of ‘decoupling’
Human well-being

Economic activity (GDP)

Resource use

Environmental impact

Resource decoupling

Impact decoupling

Time

図2. 「デカップリング」の2つの側面
人間の幸福

経済活動（GDP）

資源デカップリング

資源利用量

影響デカップリング

 環境影響
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[[UUNNEEPP  IIPPRR  22001111,,  hhttttppss::////wwwwww..rreessoouurrcceeppaanneell..oorrgg//ffiillee//440088//ddoowwnnllooaadd??ttookkeenn==nnvvbbMMPPIIFFLL]]
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原原則則のの理理解解((22))
l 生生活活者者主主権権

– たたととええばば修修理理すするる権権利利

– 有有害害化化学学物物質質ななどどのの安安全全性性

l 徹徹底底的的なな情情報報開開示示

l ググリリーーンンウウォォッッシシュュはは許許ささなないい

l ((EEUUのの))競競争争力力強強化化

– メメガガリリササイイククララーー

– ググロローーババルル製製造造業業者者かかららイイニニシシャャテティィブブをを奪奪うう

– 資資源源安安全全保保障障  

l デデジジタタルルがが最最大大ののEEnnaabblliinngg技技術術
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EEUUににおおけけるるCCEEのの実実装装：：
例例ええばば、、エエココデデザザイインン指指令令ににおおけけるるササーーババーーへへのの要要求求項項目目

l CCRRMM  （（ククリリテティィカカルルロローーママテテリリアアルル））のの含含有有量量のの情情報報開開示示

l 安安全全ににデデーータタをを消消去去すするる機機能能をを備備ええるるこことと

l リリユユーースス業業者者にに最最新新ののフファァーームムウウェェアアをを提提供供すするるこことと

l 重重要要部部品品ににつついいてて分分解解容容易易なな設設計計ををすするるこことと

l 分分解解ママニニュュアアルルのの公公開開

l 商商売売ののタタネネででああるる「「情情報報」」のの提提供供

l 逆逆にに、、リリユユーースス業業者者ににははビビジジネネススチチャャンンスス

l OOEEMMののココスストト負負担担でで、、リリユユーースス業業者者へへのの便便益益提提供供（（そそのの調調整整メメカカニニズズムムががまま
だだなないい））

 

  
   

    
    

 
   

       

[[富富士士通通 永永野野,,  22001199]]
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エエココデデザザイインン規規則則
l 22002222年年33月月にに「「持持続続可可能能なな製製品品（（SSuussttaaiinnaabbllee  PPrroodduucctt））ののエエココデデザザイインン規規則則」」ととししてて発発表表

l エエココデデザザイインン指指令令かかららエエココデデザザイインン規規則則にに「「格格上上げげ」」

l 適適用用範範囲囲

– 部部品品やや中中間間製製品品をを含含むむすすべべててのの物物理理的的なな商商品品（（食食品品、、医医療療機機器器ななどどはは適適用用範範囲囲外外））

» 従従来来ののエエココデデザザイインン指指令令::  電電気気電電子子製製品品対対象象

– エエココデデザザイインン：：製製品品ののエエココデデザザイインンととププロロセセススののエエココデデザザイインン

l 主主ななポポイインントト
– 従従来来ののエエネネルルギギーー効効率率、、エエネネルルギギーーララベベリリンンググ等等はは引引きき続続きき維維持持

– 製製品品ラライイフフササイイククルル全全体体をを通通じじたた製製造造者者にに対対すするる循循環環型型製製品品のの提提供供責責任任（（修修理理、、ササーービビスス・・交交換換部部品品のの提提供供
義義務務、、リリササイイククルル））

– エエココデデザザイインン要要求求

» 性性能能要要求求::委委任任法法令令でで、、製製品品毎毎にに規規定定

» 情情報報要要求求::デデジジタタルル製製品品パパススポポーートト

l ババリリュューーチチェェーーンンをを通通じじたた情情報報提提供供，，EEvviiddeennccee  BBaasseedd、、トトレレーーササビビリリテティィ確確保保

l 有有害害化化学学物物質質，，カカーーボボンンフフッットトププリリンントト

l cc..ff..  IISSOO  TTCC332233  製製品品循循環環性性デデーータタシシーートト  
l cc..ff..  イインンダダスストトリリーー44..00、、GGAAIIAA--XX

– ググリリーーンン調調達達へへのの適適用用

– 売売れれ残残りり商商品品をを破破壊壊すするるここととをを禁禁止止

[[多多摩摩大大 市市川川,,  22002222]]改改 14
22002244..55..2277  成成立立



循循環環性性にに関関すするる要要件件

aa.. 耐耐久久性性

bb.. 信信頼頼性性

cc.. 再再利利⽤可可能能性性
dd.. アアッッププググレレーードド可可能能性性

ee.. 修修理理可可能能性性

ff.. メメンンテテナナンンススややリリフファァーービビッッシシュュ可可能能性性

gg.. 懸懸念念物物質質のの存存在在

hh.. エエネネルルギギーー使使用用ととエエネネルルギギーー効効率率

ii.. 資資源源使使用用とと資資源源効効率率

jj.. リリササイイククルル材材含含有有量量

kk.. 再再製製造造ととリリササイイククルル可可能能性性

ll.. 再再資資源源化化可可能能性性

mm.. カカーーボボンンフフッットトププリリンントト、、環環境境フフッットトププリリンントトをを含含むむ環環境境影影響響
nn.. 予予想想さされれるる廃廃棄棄物物発発生生

15
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日日本本型型「「33RR・・循循環環型型社社会会」」かからら次次ののスステテッッププへへ

l 大大量量生生産産＋＋大大量量リリササイイククルルにに帰帰着着ししてて行行っったた

– 埋埋立立処処分分場場対対策策
– 拡拡大大生生産産者者責責任任
– 基基本本はは廃廃棄棄物物行行政政

– ココスストトのの公公平平なな負負担担のの議議論論

l 循循環環型型社社会会ととCCEEのの違違いい
– 廃廃棄棄物物処処理理  vv..ss..  資資源源枯枯渇渇対対策策

– 環環境境対対策策  vv..ss..  ササスステテナナビビリリテティィ  ==  環環境境 ×× 競競争争力力
– 廃廃棄棄物物のの「「社社会会的的責責任任」」  vv..ss..  「「経経済済」」

» ももししかかししたたらら、、経経済済的的にに成成立立すするる循循環環ししかかややららなないいののかかももししれれなないい

– CCEEはは
» 製製造造側側、、ビビジジネネススのの仕仕組組みみもも変変ええるる
» PPaaaaSS、、シシェェアアリリンンググななどど価価値値提提供供手手段段のの脱脱大大量量販販売売

家家電電リリササイイククルル法法ででそそここそそここででききちちゃゃっったた症症候候群群

（（おお片片付付けけのの論論理理））
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「価値」 売り ／ 循環資源の活⽤ 【動静脈連携】

＜ライフサイクルアプローチ＞
【設計】 循環配慮設計（Circular-design）の拡充・実効化
【製造】 低炭素・低環境負荷ものづくり
【販売・利⽤】 リコマース（サービス化(PaaS)・セカンダリー利⽤）の促進
【回収・リサイクル】 最適なリサイクルスキーム(回収・⼿法・技術※)の構築
※ 効率的回収の強化、適切な選別／リサイクル⼿法の選択、選別／リサイクル技術の⾼度化
【消費者】 消費者⾏動変容、ライフスタイルの転換
【⾦融】適性評価によるファイナンス供給
【全体】 情報流通プラットフォームによるトレーサビリティの確保 CEのグローバルリーダー として牽引

世界に先駆けて 新しい成⻑ を実現

経産省 成⻑志向型の資源⾃律経済戦略 策定
l リアルからデジタルへの転換が進む中で、リニアからサーキュラーへの⾮連続なトランジ
ションの中で、CEとCNを⼀体的に進め、サステナビリティと経済成⻑とWell-Being
を同時に実現する「新しい成⻑」を実現し、「グローバルリーダー」としてCEを牽引して
いく。
リニア × リアル

サーキュラー × デジタル

⾮連続な
トランジション

・ 資源利⽤の最⼩化
・ 資源の循環的利⽤
・ 製品価値の最⼤化

「もの」 売り ／ 廃棄物の適正処理 【動静脈分離】

サステナビリティ(社会課題解決)⽬指すべき⽅向

経済成⻑

Well-Being

×

×

⽇本が

CEとCNを⼀体的に進め、

を同時に実現
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経経産産省省産産官官学学CCEEパパーートトナナーーシシッッププ
「「ササーーキキュュララーー・・パパーートトナナーーズズ」」

l 経経済済産産業業省省にに事事務務局局をを置置くくササーーキキュュララーーエエココノノミミーーにに関関すするる産産官官
学学パパーートトナナーーシシッッププはは2222日日、、立立ちち上上げげイイベベンントト・・第第11回回総総会会をを開開催催
ししたた。。会会員員数数（（1122月月2200日日時時点点））はは330077者者（（企企業業：：223311社社、、業業界界団団体体：：
1177団団体体、、自自治治体体：：1133自自治治体体、、大大学学・・研研究究機機関関：：1166機機関関、、関関係係機機
関関・・関関係係団団体体：：3300機機関関））。。ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー実実現現にに向向けけてて、、
関関係係主主体体のの連連携携をを促促進進すするる。。

l ササーーキキュュララーーパパーートトナナーーズズににおおけけるる主主なな検検討討事事項項はは下下記記ののととおおりり

– ビビジジョョンン・・ロローードドママッッププ
– ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー情情報報流流通通ププララッットトフフォォーームム
– 地地域域循循環環モモデデルル
– そそのの他他
標標準準化化、、ママーーケケテティィンンググ、、ププロロモモーーシショョンン、、
国国際際連連携携、、技技術術検検討討等等

[[hhttttppss::////cceehhuubb..jjpp//nneewwss//cciirrccuullaarr--ppaarrttnneerrss--jjaappaann--220022331122//]]
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リリソソーーシシンンググへへのの移移行行のの痛痛みみ::  リリササイイククルル材材争争奪奪戦戦
l 電電池池規規則則

– リリササイイククルル材材料料由由来来CCoo、、NNii  、、LLiiななどどのの量量がが最最低低割割合合をを満満たたししてていいるるここととをを示示すす
技技術術文文書書をを作作成成 、、電電池池にに添添付付

» 22002277年年 ：：リリササイイククルル材材のの含含有有率率をを表表示示
» 22003300年年かからら使使用用率率のの最最低低値値をを導導入入

l 22003300年年::  CCoo==  1122%%  、、 LLii==  44%%  、、 NNii==  44%%
l 22003355年年::  CCoo==  2200%%、、 LLii==  1100%%  、、 NNii==  1122%%

l EELLVV規規則則案案
– 新新車車製製造造ののたためめののププララススチチッッククののううちち一一定定割割合合ををリリササイイククルル材材由由来来ににすするる

» 22002255年年ままででにに2200～～2255%%、、22003300年年ままででにに3300％％
l エエココデデザザイインン規規則則((EESSPPRR))

– OOAA機機器器、、家家電電製製品品ににつついいててもも類類似似のの条条項項((委委任任法法令令))がが入入っっててくくるるののでではは？？
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リリソソーーシシンンググはは動動静静脈脈連連携携でではは実実現現ででききなないい

×× 廃廃棄棄物物ののリリササイイククルル処処理理

l 使使用用段段階階がが最最もも重重要要だだがが「「動動静静脈脈連連携携」」ににははなないい

l 「「量量」」とと「「質質」」とと言言わわれれるるがが、、SSCCMM、、QQCCDDのの問問題題
– 動動脈脈側側::  製製品品ppuullll

» QQ::  作作るるべべきき価価値値はは設設計計でで決決ままるる
» CC::  大大量量にに作作れればば安安くくななるる、、ココスストトにに合合ううもものの持持っっててここいい
» DD::  生生産産計計画画がが決決ままっってていいるる

– 静静脈脈側側::  廃廃棄棄物物ppuusshh
» QQ::  廃廃棄棄物物かかららどどここままでで価価値値をを取取りり出出せせるるかか
» CC::  入入っってて来来たたもものの次次第第
» DD::  入入っってて来来たたもものの次次第第

l 「「動動静静脈脈連連携携」」はは、、ここれれららののメメンンタタリリテティィをを保保持持ししたたまままま、、ももののだだけけ受受
けけ渡渡せせばば循循環環すするるとと言言っってていいるるよよううにに聞聞ここええるる
– 従従来来ののリリササイイククルル法法制制のの活活用用ににもも限限度度ががああるる

l 一一連連のの「「リリササイイククルルププララ」」ののリリソソーーシシンンググのの流流れれはは、、両両者者のの意意思思疎疎
通通のの良良いい機機会会ににははななっってていいるる

20
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リリソソーーシシンンググはは・・・・・・

l リリソソーーシシンンググはは必必要要条条件件だだがが、、ああままりり儲儲かかららなないい
– カカーーボボンンニニュューートトララルル社社会会ににおおいいててははメメイインンににせせざざるるをを得得なないい!!
– 天天然然資資源源採採掘掘抑抑制制ににつつななががるる??!!
– 資資源源安安全全保保障障ににつつななががるる??!!  ((ポポーーズズににははななるる))
– 純純資資源源輸輸入入国国かかつつリリササイイククルル技技術術がが高高いい我我がが国国がが頑頑張張れればば強強みみににななるる??!!

l リリソソーーシシンンググへへのの移移行行はは非非常常にに大大変変

– VVaalluuee  cchhaaiinnにに関関わわるる全全ててののスステテーーククホホルルダダーーのの意意識識転転換換がが必必要要

l たただだしし、、、、、、
– リリソソーーシシンンググががCCEEのの全全ててででははなないい
– 脱脱大大量量生生産産ビビジジネネススへへ、、そそののたためめののLLCC見見ええるる化化のの過過程程
– 恐恐ららくく、、脱脱大大量量生生産産・・大大量量販販売売ビビジジネネススががブブルルーーオオーーシシャャンン。。EEUUははそそののブブルルーー
オオーーシシャャンンをを人人為為的的にに作作りり出出そそううととししてていいるる
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だだととすするるとと

l 大大量量生生産産・・大大量量販販売売ママイインンドドかかららのの脱脱却却

l もものの売売りり →→ 価価値値売売りり

– 単単純純にに脱脱物物質質化化、、第第三三次次産産業業化化ででははなないい
– ユユーーザザのの価価値値、、経経験験((UUXX))をを第第一一優優先先
– 物物質質的的なな循循環環ででははななくく、、価価値値のの循循環環
– そそのの価価値値をを高高めめるる手手段段：：技技術術、、品品質質、、ササーービビスス、、ソソリリュューーシショョンン

        ここれれをを売売りり物物ににででききるるかか？？

l 業業態態::  CCEEココママーースス((bbyy  MMEETTII))
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アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l CCEE型型ビビジジネネススををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方
– 循循環環ププロロババイイダダーー

l ままととめめ
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VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l 持持続続可可能能社社会会像像かかららいいききななりり要要素素技技術術にに展展開開すするるののはは無無理理

ソソーーシシャャルル・・ニニーーズズ
e.g.脱脱温温暖暖化化：：2050年年CN

Seeds

Vision

ババイイオオエエネネルルギギーー 燃燃料料電電池池技技術術リリササイイククルル技技術術

25



VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l MMeessoo領領域域がが鍵鍵

ビビジジョョンン
ee..gg..ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーのの実実現現

Seeds

Meso

Vision

産産業業
農農業業

Institution

Economy

Education
生生活活

26

ププララ製製造造技技術術 ババイイオオププララ技技術術ププララリリササイイククルル技技術術
リリササイイククルル技技術術開開発発

ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー社社会会

・・ここれれががどどののよよううなな姿姿かか？？
・・現現状状かかららCCEEにに行行くくににははどど

ううすすれればば良良いいかか？？



ボボトトルル  ttoo  ボボトトルル リリササイイククルルのの動動きき

27



PPEETT ボボトトルルttooボボトトルル

[http://www.suntory.co.jp/company/research/environment/bottle.html]
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VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l MMeessoo領領域域がが鍵鍵

ビビジジョョンン
ee..gg..ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーのの実実現現

Seeds

Meso

Vision

産産業業
農農業業

Institution

Economy

Education
生生活活

29

ププララ製製造造技技術術 ババイイオオププララ技技術術ププララリリササイイククルル技技術術
PPEETTボボトトルルののリリササイイククルル技技術術

PPEETTボボトトルルだだけけをを回回収収すするる仕仕組組みみががああるる



アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l CCEE型型ビビジジネネススををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方
– 循循環環ププロロババイイダダーー

l ままととめめ
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VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l MMeessoo領領域域がが鍵鍵

ビビジジョョンン
ee..gg..ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーのの実実現現

Seeds

Meso

Vision

産産業業
農農業業

Institution

Economy

Educa.on
生生活活

31

ププララ製製造造技技術術 ババイイオオププララ技技術術ププララリリササイイククルル技技術術

「「循循環環」」全全体体のの視視点点がが最最重重要要
ラライイフフササイイククルル産産業業化化

・・循循環環ププロロババイイダダーーにによよるる企企業業連連携携 ××
・・ラライイフフササイイククルル設設計計 ××

・・ビビジジネネススモモデデルル ××
・・デデジジタタルル

11社社でではは担担いいききれれなないい



価価値値共共創創エエココシシスステテムム

製製品品メメーーカカAA

製製品品メメーーカカBB

ササーービビススププロロ
ババイイダダAA

ユユーーザザAA

ユユーーザザBB

再再生生製製品品メメーー
カカAA

メメンンテテ業業者者AA

アアッッププググレレーー
ドド業業者者AA

リリママンン業業者者AA

リリママンン業業者者BB

再再生生材材メメーーカカ
AA

再再生生材材メメーーカカ
BB

部部品品メメーーカカAA

材材料料メメーーカカAA

材材料料メメーーカカBB

部部品品メメーーカカBB

ササーービビススププロロ
ババイイダダBB

ササーービビススププロロ
ババイイダダCC

ササーービビススププロロ
ババイイダダDD

もものの、、情情報報、、おお金金
ののややりり取取りり

循環プロバイダー 

デジタル

見見ええるる化化、、デデザザイインン、、運運営営
ののオオーーケケスストトレレーーシショョンン

32

日日本本型型ははももののづづくくりり中中心心
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MMuucchh  kknnooww--hhooww  iinn  cclleeaanniinngg  pprroocceessss

DDiissaasssseemmbbllyy CClleeaanniinngg  aanndd  ssuurrffaaccee  ttrreeaattmmeenntt  ooff  ssuubbppaarrttss

RReeccoonnddiittiioonniinngg RRee--aasssseemmbbllyy FFiinnaall  tteessttiinngg

CCff..  IInn  aauuttoo--ppaarrttss  rreemmaannuuffaaccttuurriinngg,,  cclleeaanniinngg  pprroocceessss  iiss  mmoosstt  eexxppeennssiivvee..  
          [[HHaammmmoonndd,,  AAmmeezzqquuiittaa  aanndd  BBrraass,,  11999988]]  

AAlltteerrnnaattoorr

BBeeffoorree  AAfftteerr

SSoouurrccee::  SShhiinn--EEttssuu  DDeennssoo  CCoo..,,  LLttdd..

リリママニニュュフファァククチチャャリリンンググ::  信信越越電電装装 [[MMaattssuummoottoo,,  22001100]]
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循循環環ププロロババイイダダーー

l 循循環環をを適適切切にに構構築築ししビビジジネネススととししてて成成立立ささせせるるここととがが重重要要
→→大大量量生生産産・・廃廃棄棄かからら脱脱却却ししたた価価値値づづくくりりビビジジネネスス
– だだれれががモモノノをを作作るるかかだだけけででははななくく、、誰誰がが回回すすかかもも重重要要
– もものの、、情情報報、、おお金金がが循循環環すするる仕仕組組みみをを作作るる

l 「「適適切切なな」」循循環環はは、、ああららかかじじめめ設設計計しし、、適適切切ににママネネジジメメンントトししなないいとと実実現現ででききなないい
– 製製品品ラライイフフササイイククルル全全般般ににわわたたるる見見ええるる化化ととリリーーンン化化
– ラライイフフササイイククルルのの見見ええるる化化、、設設計計、、分分析析、、ママネネジジメメンントトのの統統合合的的実実施施

l 材材料料メメーーカカーーででもも、、最最終終製製品品メメーーカカーー単単独独ででもも、、リリササイイククララーー単単独独ででもも循循環環ププロロババイイ
ダダーーににななれれそそううにになないい。。適適切切ななアアラライイアアンンススがが必必要要

– 様様々々なな専専門門家家集集団団のの巻巻きき込込みみ
– 循循環環をを企企画画しし、、ビビジジネネスス化化しし、、運運営営ののオオーーケケスストトレレーーシショョンンををすするる

    ここれれらら22点点をを実実行行すするるののがが「「循循環環ププロロババイイダダーー」」
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誰誰がが循循環環ププロロババイイダダーーかか？？

l 循循環環をを企企画画しし、、ビビジジネネスス化化しし、、運運営営ののオオーーケケスストトレレーーシショョンンををすするる

l メメーーカカーーかからら？？リリササイイククララーーかからら？？ササーービビスス企企業業かからら？？

l 制制約約のの少少ななささかからら言言ううととササーービビスス企企業業主主導導？？

l 最最近近見見らられれるる循循環環ププロロババイイダダーーのの例例

– リリココーー
– ペペッットトボボトトルル ((ヴヴェェオオリリアア・・ジジャャパパンン))
– CCLLOOMMAA((JJaappaann  CClleeaann  OOcceeaann  MMaatteerriiaall  AAlllliiaannccee))
– アアミミタタ
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郵便や荷物配達に使う⾞両をEVに変更、再エネ
利⽤により、地域のカーボンニュートラル化に
向けて取り組む

① 急速充電設備を地域のEV利⽤者向けに提供
② 郵便局の電⼒の再⽣可能エネルギーへの切り替え
③ 太陽光発電の活⽤
④ EVを動く蓄電池として災害時に活⽤
⑤ EV⾞両の⾛⾏・電池残量データ等を取得・分析

普通充電器

急速充電器

②

③

①

④

2021年年よよりり、、日日本本郵郵政政ググルルーーププとと東東京京電電力力ググルルーーププのの実実証証にに参参画画ししてていいまますす。。

ミミニニキキャャブブ・・ミミーーブブをを用用いいたた取取りり組組みみ  [三菱自動車 岩本, 2023]

l 将来のカーボンニュートラルに向けて
l どのように貢献できるか、実証を通し
て学びを続けていく

37l 出出典典：：日日本本郵郵政政様様//日日本本郵郵便便様様//東東京京電電力力様様//三三菱菱自自動動車車ププレレススリリリリーースス((22002211年年1100月月2299日日))

太陽光発電

動く蓄電池

再⽣可能
エネルギー

⽇本郵便様向け
ミニキャブ・ミーブ
(EV)

Cloud
Server

・電池残容量、
・⾛⾏距離、位置情報等
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[[hhttttppss::////wwwwww..cciittyy..ggaammaaggoorrii..llgg..jjpp//cciirrccuullaarrcciittyy//rrooaaddmmaapp..hhttmmll]]



サーキュラーエコノミー推進プロジェク
トチームを立ち上げます

ページID：0425864 掲載日：2023年1月25日更新

　愛知県では、「あいちサーキュラーエコノミー推進プラン」（2022年3月策定）に基づ
き、2022年度から2031年度までの10年間を計画期間として、サーキュラーエコノミー※へ
の転換による循環ビジネスの進展を図っています。

　本プランに掲げた6つのサーキュラーエコノミー推進モデルを具体化するプロジェクトチ
ーム（以下「ＰＴ」という。）に応募のあった事業者の中から、参画事業者や連携して取り
組む内容を決定し、プラスチックや太陽光パネルなどの社会課題を解決する7つのＰＴを20
23年1月31日（火曜日）に立ち上げます。

　　今後は、参画する56事業者（延べ72事業者）が保有する高度な技術やノウハウを共有
し、オープンイノベーションにより、それぞれのＰＴでの検討を重ね、5年を目処に事業化
を目指します。
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■プラスチック循環利用モデル 

 

 

■太陽光パネル循環利用モデル 

 

 

 

 

 

 

 

[[hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..aaiicchhii..jjpp//pprreessss--rreelleeaassee//cciirrccuullaarreeccoonnoommyy--pptt..hhttmmll]]



アアミミタタ MMEEGGUURRUU  SSTTAATTIIOONN

40[[hhttttppss::////cceehhuubb..jjpp//iinntteerrvviieeww//aammiittaa--mmeegguurruu//]]
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ラライイフフササイイククルル設設計計ととはは？？

l 従従来来のの設設計計：：製製品品をを作作るる

– ココスストトパパフフォォーーママンンススのの良良いいモモノノををいいかかにに効効率率よよくく作作るるかか？？

l 従従来来ののエエココデデザザイインン

– 分分解解性性、、リリササイイククルル性性ななどどをを向向上上ささせせるるたためめのの製製品品設設計計のの小小改改良良

l リリササイイククルル・・廃廃棄棄物物処処理理：：「「ゴゴミミ」」ををいいかかにに処処理理すするるかか？？

l ラライイフフササイイククルル設設計計：：製製品品ののラライイフフササイイククルルをを作作るる

– 拡拡大大生生産産者者責責任任

– いいかかにに作作ららなないいでで済済まませせるるかか

» 利利益益のの確確保保（（ビビジジネネスス戦戦略略））

» 必必要要充充分分なな機機能能／／ササーービビスス

            ラライイフフササイイククルル思思考考
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実実践践さされれてていいるる要要素素設設計計技技術術のの例例

手手解解体体のの容容易易化化（（ねねじじ本本数数をを表表示示））

包包装装容容積積のの減減容容化化

減減量量化化・・減減容容化化

消消費費電電力力のの削削減減

モモジジュューールル化化
高高効効率率化化

再再生生材材のの使使用用

手手解解体体のの容容易易化化

素素材材のの統統一一

有有害害物物質質のの適適正正管管理理

手手解解体体のの容容易易化化（（ねねじじ位位置置とと種種類類をを表表示示））

部部品品点点数数のの削削減減

参参考考文文献献：：（（財財））家家電電製製品品協協会会 製製品品アアセセススメメンントト事事例例集集
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ラライイフフササイイククルル設設計計ががなないいとと・・・・・・

l 製製品品設設計計段段階階ででリリササイイククルル性性設設計計をを
頑頑張張るる

l 高高いいリリササイイククルル「「可可能能率率」」

l ししかかしし、、リリササイイククルル時時ににシシュュレレッッダダーーへへ

l リリササイイククルル「「実実効効率率」」はは大大分分違違うう

手手解解体体のの容容易易化化
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エエココデデザザイインン規規則則のの循循環環性性にに関関すするる要要件件

aa.. 耐耐久久性性

bb.. 信信頼頼性性

cc.. 再再利利⽤可可能能性性
dd.. アアッッププググレレーードド可可能能性性

ee.. 修修理理可可能能性性

ff.. メメンンテテナナンンススややリリフファァーービビッッシシュュ可可能能性性

gg.. 懸懸念念物物質質のの存存在在

hh.. エエネネルルギギーー使使用用ととエエネネルルギギーー効効率率

ii.. 資資源源使使用用とと資資源源効効率率

jj.. リリササイイククルル材材含含有有量量

kk.. 再再製製造造ととリリササイイククルル可可能能性性

ll.. 再再資資源源化化可可能能性性

mm.. カカーーボボンンフフッットトププリリンントト、、環環境境フフッットトププリリンントトをを含含むむ環環境境影影響響
nn.. 予予想想さされれるる廃廃棄棄物物発発生生
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VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l MMeessoo領領域域がが鍵鍵

ビビジジョョンン
ee..gg..ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーのの実実現現

Seeds

Meso

Vision

産産業業
農農業業

Institution

Economy

Education
生生活活
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ププララ製製造造技技術術 ババイイオオププララ技技術術ププララリリササイイククルル技技術術
製製品品設設計計上上のの個個々々ののDDffXX  ((分分解解性性設設計計))

ラライイフフササイイククルル設設計計

価価値値共共創創エエココシシスステテムム ((ビビジジネネススモモデデルル))



ラライイフフササイイククルル設設計計のの事事例例
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LLoooopp

•容容器器をを回回収収しし，，洗洗浄浄・・補補充充ししたた上上ででリリユユーーススすするるPPFF

テテララササイイククルルジジャャパパンン合合同同会会社社, “リリユユーースス容容器器をを利利用用ししたた商商品品提提供供ププララッットトフフォォーームム(Loop) 実実施施報報告告書書”, 
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/resource/recycle/single_use_plastics/pla_report.files/loop_houkokusyo.pdf
SUSTAINABLE BRANDS, “テテララササイイククルルのの容容器器再再利利用用事事業業Loopにに13社社がが参参画画、、来来年年秋秋かからら東東京京でで試試験験運運用用,” 
https://www.sustainablebrands.jp/news/jp/detail/1195100_1501.html
https://www.otsuka.co.jp/company/newsreleases/2022/20220630_1.html
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レレンンズズ付付ききフフィィルルムムののモモジジュューールル化化設設計計
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製製品品ササーービビススシシスステテムム  ((PPSSSS))

A. Tukker: “Eight type of product service system: Eight way to sustainability? Experiences from SusProNet,” Business 
strategy and the environment, Vol. 13, No. 4, pp. 246-260, 2004. 
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航航空空機機エエンンジジンンののトトーータタルルケケアアササーービビスス

((RRoollllss--RRooyyccee))

https://www.rolls-
royce.com/products-and-
services/civil-
aerospace/airlines/br715.aspx#
technology

l メメンンテテははRRoollllss--RRooyycceeがが一一括括請請負負

– オオペペレレーーシショョンンデデーータタもも全全部部貰貰うう

– 修修理理にに再再生生部部品品。。性性能能保保証証ががででききれればば良良いい

l 効効率率のの良良いい飛飛ばばしし方方ののアアドドババイイスス
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ブブリリヂヂスストトンン トトーータタルルパパッッケケーージジププラランン

hhttttppss::////ttiirree..bbrriiddggeessttoonnee..ccoo..jjpp//ttbb//ttrruucckk__bbuuss//ssoolluuttiioonn//bbuussiinneessss//iinnddeexx..hhttmmll
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aaiirrCClloosseett  
独⾃の循環型プラットフォームを構築

専⽤倉庫
検品・保管

専⽤クリーニング
⼯場 ⽉額会員

発送

ブランド
返送納品

納品

再ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

メンテ
ナンス

フィードバック選定

把握・管理

スタイリスト
業務委託
従業員

循環型プラットフォームを構築するため、創業時から社内に物流専⾨チームを設置置し、協⼒会社と共に専
⽤物流倉庫/専⽤クリーニング⼯場による独⾃システムや独⾃オペレーションを構築。

把握・管理

独自の循環型プラットフォーム 「AC-PORT」

独⾃開発PF
選定・物流

企画
改善
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ままととめめ

l CCEEはは、、市市場場競競争争のの座座標標軸軸をを変変ええててゆゆくくだだろろうう

– CCEEをを従従来来のの廃廃棄棄物物処処理理、、33RRとと同同列列にに理理解解すするるののはは危危険険

– 本本質質はは、、地地球球のの有有限限性性とと「「豊豊かかささ」」//経経済済//企企業業競競争争力力ののデデカカッッププリリンンググ

l CCEEをを実実現現すするるたためめににはは、、循循環環全全体体をを捉捉ええたたデデザザイインンととオオペペレレーーシショョンンがが最最
重重要要

– 循循環環ププロロババイイダダーー ×× ラライイフフササイイククルル設設計計 ×× ビビジジネネススモモデデルル ×× デデ
ジジタタルルのの活活用用

– ここれれをを引引っっ張張るるののがが循循環環ププロロババイイダダーー

l そそののたためめのの要要素素技技術術ははいいろろいいろろああるる

– 要要素素技技術術のの問問題題とといいううよよりりはは、、シシスステテムム化化問問題題がが重重要要

– アアーーキキテテククチチャャ、、フフレレーームムワワーークク、、シシスステテムム、、ビビジジョョンンとといいっったたレレベベルルのの議議
論論がが日日本本人人はは弱弱すすぎぎるるののでではは？？
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